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次
代
を
生
き
る
子
ど
も
に
は
、
自
ら
課

題
を
発
見
し
、
解
決
に
向
け
て
思
考
・
判

断
し
、
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
力
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
と
し
て
、

豊
か
な
心
を
も
ち
、
周
り
の
人
た
ち
と
協

調
し
、
互
い
に
高
め
合
う
こ
と
の
で
き
る

人
間
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

学
校
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
が
た
く
ま

し
く
生
き
抜
く
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
資

質
・
能
力
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

高
浜
市
で
は
、
「
第
６
次
高
浜
市
総
合

計
画
」
の
も
と
で
策
定
し
た
「
教
育
基
本

構
想
」
の
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
を
深
め
、
子
ど

も
の
学
び
や
育
ち
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
多
く
の

「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」
に
関
わ
り
な
が

ら
学
ぶ
喜
び
や
、
成
長
の
過
程
を
認
め
ら

れ
る
喜
び
を
実
感
す
る
経
験
を
、
子
ど
も

に
繰
り
返
し
体
験
さ
せ
、
「
学
び
続
け
る

力
」
を
培
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施

に
向
け
て
計
画
的
に
実
践
を
進
め
て
い
ま

す
。
特
別
の
教
科
道
徳
を
は
じ
め
、
外
国

語
活
動
・
外
国
語
科
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

学
習
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
実
践
な
ど
、
さ
ら
に

推
進
し
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
が
学
び

や
育
ち
を
つ
な
げ
、
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
体
制
を
全
教
職
員
で
構
築
し

ま
す
。

こ
の
春
、
高
浜
小
学
校
の
新
校
舎
が
完

成
し
ま
す
。
今
後
、
地
域
交
流
施
設
を
併

設
し
、
地
域
と
学
校
が
協
働
す
る
市
民
の

学
び
舎
と
な
る
複
合
施
設
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。
い
じ
め
や
不
登
校
、
外
国

籍
児
童
生
徒
や
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
の
増
加
、
教
職
員
の
業
務
改
善

な
ど
、
学
校
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
、

園
・
学
校
と
家
庭
・
地
域
が
力
を
合
わ
せ

て
、
子
ど
も
を
育
て
る
教
育
環
境
を
つ
く

り
ま
す
。

日
本
は
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
よ

る
危
機
を
感
じ
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
思
い
や
り　

支
え
合
い　

手
と
手
を
つ

な
ぐ　

大
家
族
た
か
は
ま
」
、
こ
の
将
来

都
市
像
を
実
現
す
る
の
は
、
魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り
と
、
そ
こ
に
生
き
る
人
の
育
成

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
を
生
き
る
子
ど

も
が
、
将
来
、
社
会
に
出
て
活
躍
し
、
未

来
の
高
浜
を
創
る
原
動
力
と
な
る
人
材
に

成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

子
ど
も
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
関
わ
り
な

が
ら
学
び
合
い
、
自
分
の
成
長
を
実
感
す

る
こ
と
で
、
自
己
肯
定
感
や
自
己
有
用
感

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
学
び
続
け
る

力
が
湧
き
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
よ

り
よ
い
社
会
を
築
こ
う
と
い
う
意
識
や
行

動
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
今

こ
そ
学
校
、
家
庭
、
地
域
で
協
働
し
て
子

ど
も
を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
学
校
は
、
そ
の
地
域
を
映
し
出
す
鏡

で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
多
く
の
方
々
に

支
え
ら
れ
、
構
成
さ
れ
る
一
つ
の
社
会
で

あ
る
学
校
を
、
み
ん
な
の
力
で
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

高
浜
市
教
育
委
員
会
は
、
高
浜
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
高
浜
を
愛
し
、
高
浜
の

良
さ
を
学
ん
で
、
高
浜
で
た
く
ま
し
く
生

き
る
未
来
市
民
の
育
成
」
の
実
現
に
向
け

て
、
家
庭
や
地
域
の
皆
さ
ん
、
各
種
団
体

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
指
導
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
と
協

働
す
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

※
本
文
は
市
議
会
3
月
定
例
会
で
行
っ
た
教
育
行
政

方
針
演
説
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

教育長　都築公人

平成31年度
教育行政方針
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⑴特別支援教育の充実
保護者と教職員が個別の教育支援計画を共有し、医療や福祉サービスなど関係機関と連携しながら学校と

家庭が歩調を合わせて個に応じた支援をする。各校には、特別支援教育コーディネーターの役割を位置づけ、
自校の体制について見直し、改善を進めていく。また、幼保小中だけでなく、高等学校と連携し、個別の教
育支援計画の引き継ぎと活用を進める。

⑵いきいき広場福祉部との連携
こども発達センターの専門職と教育委員会の専門家が、小学校区ごとにチームを組み、各園・学校を巡回

訪問し、具体的な支援について助言を行う。関係各所が連携し、多様なニーズに応えるように、子どもや家
庭を見守り支援する。

⑶相談活動・学習支援の充実
こころの相談員が、適応指導教室「ほっとスペース」のほか、各校を訪問して子どもや保護者、教職員の

相談を行う。スクールヘルパーを中学校に配置し、学校不適応をおこしている生徒の学習支援や生活支援を
行う。また、スクールカウンセラーを定期的に学校に派遣し、児童生徒や保護者の抱える悩みを受け止め、
心のケアをする役割を果たしていく。

⑷外国人支援教育の充実 
外国籍の児童生徒を対象とした早期適応教室「くすのき学級」や各校の日本語指導教室において、日本語

や日本の文化・習慣が理解できるように支援する。また、通訳者が不在な場合でも、支援を必要とする子ど
もや保護者に対応することができるように、音声翻訳機を各校へ配備している。

学校を「学びの拠点」とし、地域の活動
を行う場、地域住民が授業や学校行事など
をとおして、子どもたちと交流する場とな
るように努める。高浜カリキュラムの実践
や各種学校行事では、地域の「ひと・もの
・こと」を大切にし、地域と共に活動し、
ともに学ぶ機会を積極的に取り入れる。ま
た、高浜版プログラミング学習においては、
たかはま夢・未来塾や愛知教育大学と連携
し、カリキュラムやワークブックの作成を
進め、子どもの学びを支援する。
特に、この春に竣工する新高浜小学校に

おいては、地域交流施設を併設し、「大家
族を縦横に繋ぐ架け橋」となるためのモデ
ル校として役割を果たしていく。

子どもの学びの場・生活の場として、また、地域コミュ
ニティの拠点として、市民にとっての学び舎となるために、
教育環境の整備を計画的に進めていく。明るく過ごしやす
く、学習に集中できる教室環境を整えるために、照明のＬ
ＥＤ化を順次進めていく。さらに、全小中学校の教室にエ
アコンを設置する。
また、高浜小学校の水泳授業において、民間プールを活
用することに伴い、その運用や水泳指導カリキュラムなど
について、実践をふまえて改善する。校舎等の老朽化に伴
う改修や修繕については、公共施設総合管理計画を基本と
して計画的に予算を配当し、長寿命化を図るために速やか
に対処していく。教育のＩＣＴ化を推進し、小中学校に整
備したタブレットを有効に活用するとともに、電子黒板、
大型モニター、デジタル教材等の充実を図り、子どもが学
習に興味をもち、積極的に授業に臨むことができる環境づ
くりに取り組む。

子どもたちが、高浜市のよ
さを感じながら、心豊かに成
長・発達するために12年間
の学びと育ちをつなぐ、「異
校種間の連携教育」を推進す
る。教職員間の情報交換会や
異校種参観により、互いの教
育観や指導法への理解を深め
る。共通の目標を掲げ、指導
がとぎれないようにつなげる
教員の意識をさらに高める。

⑴教師力・授業力の向上
アクティブラーニング、ＩＣＴを活用した授業実践、外国語のＣＡ

Ｎ－ＤＯリストの活用・改善、ＡＬＴや英語専科教員の活用、スクラ
ッチや自律型ロボットを活用した高浜版プログラミング学習の先行モ
デル授業などを進める。また、学校司書を小学校に配置し、図書室を
「本で学ぶ場」として整備していく。

⑵きめ細やかな指導の充実
少人数指導やティームティーチングの充実を図るとともに授業方法

を検証し、効果的な指導法について追究し、個に応じた学力の向上を
図る。そのために必要なサポートティーチャーや外国人指導助手（Ａ
ＬＴ）の配置を継続して行う。

1 幼・保小中12年間の連携 2 確かな学力の向上

3 一人ひとりを大切にする教育

4 地域と協働する学校 5 安全で快適な教育環境


